
体育科実践① 小学校 第４学年 「フラッグフットボール」  ９時間 

 

時 学習活動の概要 指導上の留意点 
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・フラッグフットボールの動画を見て動きのイメー

ジをもたせることや試しのゲームにじっくりと

ひたる時間をとることでチームの課題を考える

意欲を高め，単元の見通しをもつ。 

 

 

 

 

「パスをつなぐところが楽しそう」 

「相手をぬいていってすごい」  

「チームで協力するといい」 

「1人 1人に役割がある」「作戦が有効だ」 

 

 

 

「パスがうまくいくように

したい」 

「相手にゼッケンをとられ

ずに上手にぬきたい」 

「チームの仲間と作戦を立

てたい 
 

 

 

 

 

 

  ・ボール運びリレー  ・1対 1対決 
 

 

 

 

 

・体育館を６分割し，チーム内で２対１を行う。ボー

ルを持つ人をサポートする動きを考える。 

 

「守りの人をボールに近

づけない」 

「手を広げるといい」 

「ガードする人の背中を

通るとよい」 

「ボールを持つ人より先

に道を作る」 

「ガードの動きは使えそうだから，点が入りそう」 

 

 

〇フラッグフットボールの動画を見せる

とともに，「どんなスポーツなの？」「どん

な動きが必要かな？」と問うことで，単元

のゴール（学習を通してできるようになり

たいと願う自分の姿）をイメージできるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

【基本ルール】 

・１チーム５名 合計６チーム 

・コートの広さは縦２６ｍ×横１１ｍ 

・１点，２点，５点ゾーンを設置 

・攻め３人守り２人で対戦 

・１試合のうち攻めを３回，守りを３回 

・パスは１回のみ 

〇試しのゲームの時間を多く設定すること

で，フラッグフットボールのゲームに慣

れるとともにチームの課題をじっくり考

える機会を増やす。 
 

 

 

〇ラン・ハンドリング・パスキャッチなど

の基礎的な動きを習

得できるよう，毎時

間スキルアップタイ

ムを設定し，継続し

て取り組めるように

する。 
 

 

 

 

 

〇「ガードの動きとはどういうことかみん

なの前で説明できるようになろう」と声

かけすることで，チーム内で話し合いな

がら，ガードの動きを考えるようにする。 

〇各チームにホワイトボード，マグネット，

マーカーペンを用意し，自分の考えを説

明するときに使うといいことを伝える。 
 

フラッグフットボールの動画を見る。 

 

 

POINT １ 
チーム一人一人に役割があるから，

協力できるチームがいいと思う。 

（ねらい）ボールを持っている人をサポートする動きを使って，すき間を通る方法を考える。 

試しのゲームを行う。 

スキルアップタイムを行う。 

2 対 1 のゲームを行い，ガードの動きについて考える。 

（ねらい） 試しのゲームを行い，自分たちのチームの課題を見つける。 

 

目標 友達のよい動きを観察したり，チームの役割を決めて作戦を立てたりしながら，空いている 

   空間を見つけてランプレーをしたり，パスをつないだりすることができる。 
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・体育館を３分割し，異なるチームで２対１を行う。 

 

 

 

・うまくいったかどうか学級全体で確認する。 

「ガードの動きで，たくさん点が取れた」 

「ガードする人が守りの横に立つとうまくいく」 

「守りを引きつけてすぐに反対側にまわるといい」 

 

・対戦相手を変えてさらに確かめる。 

「いろいろな動きになって上手くいかないときも」 

「この動きをもっと上手にしたい」 

「試合で使えそう」「３対２で試したい」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体育館を２分割し，３対２のゲームを行う。 

               

・うまくいったかどうか学級全体で確認する。 

「守りが２人になると難しい」 

「守りの人も動くから，どうしたらいいかわからん」 

「もっと作戦を考えて，ガードやパスをいかしたい」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇３時で考えたガードの動きについて，子

どもたちの考えをまとめたものを提示し

その動きについて共有する。 

 
 

〇「ガードを使うと点が取れそうだ」とい

う子どもたちの思いを大切にし，考えた

ことを確かめる機会を設けることで，ガ

ードを使うよさを感じさせることができ

るようにする 
 

 

 

 

〇子どもたちの考えをまとめながら，「守り

の人の横に立つこと」「ガードする人の背

中を通ること」の２つのポイントを確認

する。 
 

 

 

 

〇前時までの子どもた

ちの気付きをまとめ

たものを提示しサポ

ートの動きを確認す

る。 

 

 

 

○「３対２で試したい」という子どもの思

いを大事にし，「今まで学習してきたこと

がゲームの中でできるかどうか確かめて

みよう」と提案する。 
 

 

〇３対２のゲームになると上手くいかなく

なると予想される。上手くいかなかった

状況を図示した上で，「どうしたらいいと

思う？」と子どもたちに問うことで，自

分たちで解決したいという思いを高め，

自分たちの課題は何かを考える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT ３ 

もっと得点につながる

作戦を考えたい！ 

 

 

POINT ２ 

なぜたくさん点がとれ

たの？ 

（ねらい）前時で考えたことができるかどうかゲームを通して確かめることができる。 

（ねらい）３対２のゲームにおいてサポートの動きをいかして得点をとることができるか確か

めることができる。 

サポートする動きを使って，得点がとれるかどうか確かめる。 

スキルアップタイムを行う。 

スキルアップタイムを行う。 

サポートする動きをいかした，作戦を試してみる。 

（ねらい）サポートする動きを使ったチームに作戦を考えることができる。 

スキルアップタイムを行う。 

サポートする動きを使って，３対２のゲームでも得点がとれるかどうか確かめる。 
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・４つの作戦パターンをもとにして，チームで作戦を

考える。 

『ガードをして真ん中を空ける作戦』 

『ガードをして片側を空ける作戦』 

『クロスに動いて空ける作戦』 

『左右に動いて片側を空ける作戦』 

 

・ゲームをして，作

戦を試してみる。 
 

 

 

 

 

 

・作戦を試してみて感じたことを学級全体で共有す

る。 

「アドバイスをしあえて，作戦が上手くいった」 

「○○作戦は自分たちに合っている」 

「もう少し上手くいくためにはどうしたら」 

「相手が動くと何をしたらいいかわからない」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・チームで役割を決め，作戦を考える。 

「○さんはここでガードをして」 

「○さんは，ここが空いてからランして」 

 

・ゲームをして，上手くいくかどうか確かめる。 

 

・アドバイスタイムをとり，見ていた友達から助言を

もらう。 

「ガードはできているから，

ランの人がもっと早く動

くといい」 

「ボールを持つ人が誰だか

わからなくするといい」 

 

 

 

 

 

・チームの課題を確認する。 

「やっぱり相手が動くから，作戦通りにいかない」 

「ガードが弱いから，もっと横に立ちたい」 

「相手をだます動きが足りない」 
 

 

 

○「上手くいく作

戦を考えたい」

という子どもの

思いをとらえ，

４つの作戦パタ

ーンを紹介し，

これらを試して

みてはどうかと

提案する。 
 

 

 

〇４つの作戦パターンを試し，どうだった

かをふりかえる活動を通して，どうやっ

てサポートをして得点をとることができ

るか，さらに考

えを深めるヒン

トとなり，チー

ムでの話し合い

が活性化できる

ようにする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇作戦が上手くいくために，「誰が」「どう

動くか」を明確にするといいと気付くこ

とができるよう，前回のゲームの動画を

提示する。 

 

 

○チームの作戦ボードに，「誰が」「どう動

くか」を書き込むこと，そのボードをも

とにして助言もらうことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇チームの作戦がさらに発展させることが

出来るよう，作戦ボードに書き込んだ助

言をもとにして，作戦を見直していくこ

とを伝える。 
 

 

 

 

（ねらい）作戦を用いてゲームをすることを通して，自分たちの課題を見つけることができる。 

スキルアップタイムを行う。 

「誰が」「どう動くのか」はっきりさせたチームの作戦を考える。 



 

～ポイント解説～ 

POINT １ 「1人 1人に役割がある」⇒単元のゴールをイメージさせる教材との出会い。 

 フラッグフットボールは，子どもたちにとって初めて出会う単元である。だからこそ，単元との出会い

の時間を大切にしたい。今回は，フラッグフットボールの動きがイメージしやすく，ルールがわかる動

画を紹介した後，２つのことを問うこととした。子どもたちの発言は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

    チーム全員に役割があること           こんな動きができるようになること  

 このような問いをもとに，子どもたちが感じたことを学級全体で共有したことで，フラッグフットボ

ールの学習で大事にしたいこと（チーム全員に役割があること，こんな動きができること）を確認する

ことができた。フラッグフットボールの単元を通して，こういう動きができるようになりたいと願う子

どもの姿を引き出すために大切なことであると考えている。 

POINT ２ 「なぜたくさん点がとれたの？」⇒技能を高める学び合いにつながる教師のはたらきかけ。 

 ガードの動きを用いて，たくさん得点を取ることができた子どもたちは，「ガードを

すると得点につながる」ことに気付いている。ただ，「ガードをするよさ」に気付いて

も，「なぜガードをするとうまくいくのか」とまでは考えていない場合が多い。そうい

う状況の時に，教師がはたらきかけを行うことで，さらに子どもの「ガードを使う状況・

タイミング」に対する思考が深まっていく。 

 

 

 

⑧

⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 ６チームを２つのリン

クに分けて対戦する。 

 その後順位決定戦を行

う。 

 
 

 

 

 

「チームで協力して取り組むことができ，フラッグフ

ットボールが好きになった」 

「点が取れたときにみんなで喜ぶことができた。いい

チームになったと思った」 

「初めて点を取れたとき，すごくうれしかった。みん

なのおかげです」 
 

 

 

 

 

 

 

〇学習してきた動きを見たら，その子に向

けて「ナイス」「いい動き」と声をかける。

そうすることで，学んだことを使ってゲ

ームを楽しむ意欲を高める。 

 
 

 

〇単元を通して，子どもができるようにな

った動きや上手くいった作戦例を紹介

し，学習のまとめとする。 
 

（ねらい） 学習してきたことをいかして，チームで協力してゲームをすることができる。 

学習してきたことをいかして４－２カップをする。 

学習のふりかえりをする。 

「どんなスポーツだった？」 

 ・パスをつなぐところが楽しそう。  

 ・相手をぬいていってすごい。  

 ・チームで協力するといい。・作戦が有効だ。 

 ・1 人 1 人に役割がある。 

「どんな動きが必要だと思う？」 

 ・相手をぬく，かわす動き 

 ・パスをする，パスをキャッチする 

 ・だます動き（フェイント） 

   



『なぜたくさん点がとれたの？』と教師が問うと，子どもたちはその理由を考え始める。子どもが説

明をする際には，ホワイトボードにコート図を描き，マグネットを動かしながら説明するよう声をかけ

た。たくさんの子どもが発言をした結果，たくさん得点を取るためには，『ガードする人の背中を通る』

『守りの人の横に立つ』という動きのポイントを見つけることができた。そして，その後の２対１のゲ

ームでは，チームで集まって，作戦ボードをコートに，マグネットを自分たちの動きに見立てて，動き

を確認する姿が見られた。 

POINT ３ 「もっと得点につながる作戦を考えたい」⇒思考の深まる学び方の提示。 

 ２対１だと通用した動きが３対２になると通用しなくなり，子どもたちは，「もっと得点につながる

作戦を考えたい」という思いをもった。体育部では，このように，「自分たちの課題を解決するために

どうしたらいいか」追究する子どもたちを育てたいと考えている。ただ，「じゃあ作戦を考えましょう」

と話し合いの場を設定するだけでは，課題を解決することにつながらない。 

 そこで，本単元の学習では，４つの作戦パターンを提示した。４つの作戦パターンは，フラッグフッ

トボールの基本的な攻め方であり，子どもたちが学習してきたことをいかしてできるものである。子ど

もたちは，早速，このパターンを試してみた。面白いように得点が入るので，チームで相談し，４つの

作戦パターンを何度も試す姿が見られた。さらに，４つの作戦パターンの動きを工夫して自分たちの作

戦にするチームも現れた。子どもの思いをとらえ，作戦パターンを提示したことで，学んだことをさら

に発展させようとする子どもの姿を引き出すことができたと考える。 

 成果と課題：教科構想に基づいて本実践を振り返る 

 「深い学び」を実現する場の追究として，体育部では「学び方の提示」「学び合いの場の設定」を手

立てとしてあげている。 

 「学び方の提示」においては，４つの作戦パターンを提示した。子どもたちは，サポートの動き方が

「わかる」が，実際のゲームになると「できない」状態であった。「どう動いたらいいかわからない」

という子どもの思いをとらえ，作戦パターンを提示したことで，子どもたちは，学んだ動きをどう活用

するかを体験することができた。そして，作戦パターンを用いて上手く得点がとれたという実感がもて

た子どもたちは，さらに得点をとるために必要な動きを高めようと，新たな作戦を考えたり，チーム内

で動きを確認したりする姿が見られた。「わかる」と「できる」のやりとりを活性化するはたらきかけ

になったと考える。 

 「学び合いの場の設定」においては，毎時間，チームで話し合う場を設定した。その際，上手くいっ

た理由を問うたり，考えたことをチームで確認する試しのゲームの場を設けたりするなど，子どもたち

の思考を具体化するはたらきかけを行った。そうすることで，子どもたちのイメージしたことと試して

みて気が付いたことを比較する姿が見られた。さらに，何度も試行し，チームでふりかえる活動を行う

ことで，互いにこうしたらいいと新たな作戦を提案したり，もっとこう動いたらいいを確認し合ったり

する姿を見ることができた。 

 このような子どもの姿から，体育部で育成を目指す「わかる・できる

のやりとりを通して動きのポイントを考える力」の高まりを感じること

ができる。しかし，子どもの実態を把握し，つけたい力を段階的に獲得

できる単元計画を立てること，子どもの思いをとらえ，適切なはたらき

かけを行うことについてはさらに工夫が必要であると考える。今後も，

「深い学び」を実現する場の追究に欠かせない手立てを考察し，授業実

践を行いたい。               （三島 康紀） 


